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それでは作成を開始しましょう 



まずOSの設定を
行ないます 



OSのタイプを選択 



アプリの名称設定 

日本語には未対応です。 



Bottom Up Approachを選択 



Server No X + All Languages 

を選択 



 Search Packagesから必要な
パッケージを選択して追加 



 通常yamで導入するパッケージを選択 

ここではMySQL関連を導入 



次にSalesCubeの
設定を行ないます 



右上のadd new softwareを選
択  



ソフトウェアの名称を設定  



Addボタンでソフトウェアとして 

登録するファイルをアップロードする 



SalesCubeの場合は、公開して
いる実行環境のZIPファイルを

登録した 



インストールされるファイル一覧 



・SalesCube.zip 

・uforge.sh  

・my.cnf 

・httpd.conf 
OSのデフォルト設定を置き換えるファイル
を登録します。 



SoftwareLibrary の内容を 

アプライアンスに追加する 



登録済みのソフトウェアが 

表示されている 



Addボタンで登録 



Configurationを選択 



Boot Scripts 選択 



・First Boot Scripts はインストール時に 

 １回だけ実施されるスクリプト 

・Every Boot Scriptsはブート時に毎回 

 実行されるスクリプト 



#!/bin/bash 

#LOG=/uploads/mysoftware/install.log 

POS=/uploads/mysoftware/SalesCube-1.1.2-1 

cp $POS/my.cnf /etc/my.cnf 

cp $POS/httpd.conf /etc/httpd/conf/httpd.conf 

cp $POS/server.xml 

/usr/share/tomcat6/conf/server.xml 

service mysqld start 

chkconfig mysqld on 

cd $POS 

unzip SalesCube.zip 

chmod +x install.sh 

./install.sh install /usr/share/tomcat6  

service tomcat6 restart 

service httpd restart 

chkconfig tomcat6 on 

chkconfig httpd on 



注意点 
・ 登録したファイルは 

  /uploads/mysoftware/  

 に配置される 

・ SalesCube-1.1.2-1の最後は、UForge 

 のリビジョン番号が振られている 

 

 



ダウンロードイメー
ジの作成 



インストール開始時に 

rootパスワードを設定 



IPアドレスの入力を促す 



パーティション設定 



キーボード設定 



ライセンス設定 



timezone設定 



welcomeメッセージ設定 



イメージタイプの選択 



メモリ・ディスクサイズ設定 



以上でイメージが作成されます 



アカウント設定 



CloudStackコンソールを使用する為のア
カウントを登録する 



コンソールへのURLと 

アクセスキーを設定する 



CloudStack用のイ
メージを作成する 



作成したイメージを公開します 



テンプレートとして公開する 



コンソールから 

起動する 



テンプレートを選択して起動する 



VMタイプを選択する 



ディスクを選択する 



マシン名を設定する 



仮想マシンを作成 



コンソールを表示し
てみる 



インストール画面 











外部から 

参照可能にする 







ご清聴ありがとうご
ざいました 


